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　鹿屋市がどんどん廃れていくのがたまらなく嫌なので何とかし
たいと思いました。「プロ野球選手がくれば人が集まり、夢が与
えられ、全国報道されれば鹿屋の知名度も上がる」と思い誘致の
話しを持ちかけました。昨年のパ・リーグ最優秀選手（MVP）で
最多勝のソフトバンクホークスの和田毅投手が 20日に自主トレ
を公開。報道公開にはテレビカメラ 10台をはじめ、東京や福岡
から 60人以上の報道陣が集まり、全国に鹿屋が紹介されたこと
を嬉しく思います。
　今回はプロ野球選手の誘致でしたが、この他にも、陸上選手や
プロゴルファーなども自主トレに来たいという話がいくつもあり
ます。プロ野球の一軍キャンプが集客力はありますが、インフラ
等の環境が整っていないので、トップアスリートたちの合宿のメ
ッカとしての鹿屋市というのもよいのではないかと思います。 
スポーツ選手が鹿屋体大や鹿屋に来て、パワーアップできるよう
なまちづくりが１年を通じてできればいいなと思っています。

　日本で最先端のトレーニング施設として、国立スポーツ科学センター
がありますが、オリンピック選手等の限られた人たちしか利用できませ

ん。日本には充実した施設がないので、アスリートはアリゾナなど海外

に流出しているのが実情です。鹿屋体大には最先端の研究施設があり、

優秀な研究者が集まっています。ただ、トレーニング機器の一部分が老

朽化しているところもあり、段階的にトレーニング施設のインフラ整備

が必要だと感じました。

　今後、鹿屋体大に一流の施設が整えば、アリゾナにはないハイスピー

ドカメラ等の最先端機器が鹿屋にあり、それをサポートする優秀な研究

者・ドクターもいらっしゃるので、総合的なサポートができます。そう

なると、様々なトップアスリートのスポーツ合宿のメッカになるはずで

す。単なる一球団とか一選手の枠を超えて、日本野球界全体に新しいも

のが広がっていく、そういう情報発信機関に鹿屋体育大学をしていきた

いですね。
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繁昌良司 氏
　鹿屋市出身で、福岡を拠点に活動しているプ

ロカメラマン。福岡ソフトバンクホークスの契

約カメラマンでもあり、プロスポーツ選手に人

脈を持ち、城島選手・川崎選手等に関する著書

がある。今回のプロ野球選手誘致の立役者。

かのやを活気づけたい！

土橋恵秀 氏
（和田毅投手専属トレーナー）
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児童養護施設を訪問
　１月 25 日、全ての自主トレを終えた和
田投手たち５人は、児童養護施設大隅学舎

を訪問。ゲームや質問コーナーなどで児童

と触れ合い、サイン入りのスパイクやバッ

トなどをプレゼント。児童は終始、笑顔で

大はしゃぎでした。

自主トレを終えて

１子どもたち
にボールの握

り方を教える

和田投手

２バッティングの見本を見せる黒羽根捕手
３腕の振りを教える和田投手  ４18 チーム
にはサインがプレゼント
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プロ野球選手の自主トレ誘致
特集
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